
□

□

□ 柵の施工について、業者等（他人）に任せるのではなく、自力による施工ができる。

（該当する項目すべてに☑をしてください。）
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鳥獣被害対策整備事業申込書

連絡先
平成27年
農産物
販売額

被害面積

(畑の所在地を記入して下さい。複数ある場合は全地番を記入して下さい。)

(事業実施箇所の総面積を記入して下さい。)

(実際に侵入防止柵を設置する場所を計測して記入して下さい。)

※事業採択にかかる判断材料となりますので、表面の内容をよく読んで記入
漏れの無いように記載内容を確認して提出してください。

侵入防止柵の整備後、草刈りや柵の補修等、適切な管理ができる。

予期せぬ事故等により、営農できなくなった場合でも、後継者等により引続き営農及び侵入防止柵の管理ができる。
確認事項

(被害を受けている作物を全て記入して下さい。) (総被害面積を記入して下さい。) (総被害量を記入して下さい。)

設
置
場
所

(作付している作物名を面積の多い順に記入して下さい。)

所
在
地

面
積

延
長
距
離

被害量被害作物

≪被害状況≫ ※どのような被害を受けているか詳細に記入し、被害状況の写真があれば添付して下さい。

作物名

氏名 住所

(居住している場所を記入して下さい。)

(農業所得申告をした総収入を記入して下さい。)(連絡の取りやすい番号を記入して下さい。)

屋久島町

　　　　　　　　　　　　　　　円

年齢 歳
㊞　

(押印して下さい。)


